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北大理 君島義英 ･渡辺 昂
強磁性一反強磁性の混晶において,理論的には,松原らによりGLP,小口等により




Clは ferro, C2Clは antiferro の弱い exchangeinteraction をそれぞれ面間に有す
る系であるoこのような例はCrClこ了 CrBr‥i等に も見出されるが,ア ルキルア ミン
CuCl｡ のシ リー ズは,他の物質に比して理想に近い2次元性をもつとともに,XY的
( 表 1 )
UIiA UbA OcA lil.I ( Oe) ′l il.; (Oe )
CICI 18.57 7.36 7.26 5.7×105 45±5






図1はCICl:C2C1- 1:1 の試料のXだが,山が2つ現われてきた｡ 2つの山
は各々,矢印で示 した, CICl,C2Clの Tc,TN に対応するようにみえるが,共に
Tc,TN より多少低い温度に現われている｡点線はC2Clの Xだが,これから推預け


























り,メタ磁性転移 を示すo希釈系において,Xのピー ク温度 (Tmax),比熱のピーク温
痩 (TN),T-0でのメタ磁性転移磁場H:紘,図に示す様な Ni原子濃度の変化を示
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